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第
12
回
中
野
区
検
定
の
実
施
の
あ
ら
ま

し
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
11
月
30
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時

会
　
　
場
　
中
野
区
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
中
野
区
中
野
２―

13―

14

受
験
資
格
　
中
野
区
に
関
心
の
あ
る
方

受
験
料
　
一
般
　
　
　
１
，５
０
０
円

　
　
　
　
　
学
生
　
　
　
１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
小
・
中
学
生
　
５
０
０
円

出
　
　
題
　
４
者
択
一
方
式
　
　

　
　
　
　
　
一
般
　
　
　
　
　
　
50
題

出
題
範
囲
　

　「
わ
た
し
の
便
利
帳
」「
な
か
の
区
報
」

「
中
野
区
の
史
跡
」
「
な
か
の
史
跡
ガ
イ

ド
」
「
な
か
の
よ
り
み
ち
ナ
ビ
」
「
中
野

散
歩
帳
」
「
歩
楽
人
」
そ
の
他
か
ら
出
題

応
募
期
間
　
10
月
１
日
〜
11
月
20
日

認
定
基
準
及
び
結
果
発
表

一
般
の
成
績
上
位
者
（
概
ね
１
割
の
方
）

に
「
も
の
し
り
博
士
号
」
を
授
与
。

※

詳
し
く
は
９
月
以
降
に
チ
ラ
シ
、
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
、
会
報
10
月
号
な
ど
で
お
知

　
せ
し
ま
す
。

第
11
回
中
野
区
検
定
問
題
（
抜
粋
）

【
令
和
６
年
11
月
24
日（
日
）実
施
】

１
．
中
野
区
役
所
が
令
和
６
（
２
０
２
４
）

年
５
月
７
日
、
中
野
区
中
野
４̶

８̶

１

か
ら
新
庁
舎
（
中
野
区
中
野
4̶

11̶

19
）

へ
移
転
し
ま
し
た
。
中
野
区
役
所
新
庁
舎

建
設
以
前
は
旧
中
野
体
育
館
が
あ
り
、
広

く
区
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
旧
中

野
体
育
館
が
建
設
さ
れ
る
前
も
、
公
立
の

建
造
物
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
建
造
物

で
し
た
か
。

　
ア
　
中
野
税
務
署
　
　  

　
イ
　
中
野
区
立
中
央
中
学
校
　
　  

　
ウ
　
野
方
警
察
署
　
　
　

　
エ
　
中
野
区
立
第
九
中
学
校

２
．
第
48
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
中
野
区
大
会

は
、
令
和
６（
２
０
２
４
）
年
５
月
26
日
、

中
野
区
立
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
わ
ん
ぱ
く
相
撲
中

野
区
大
会
実
行
委
員
会
主
催
・
高
山
義
章

委
員
長
）。
行
司
は
早
稲
田
大
学
相
撲
部

と
第
四
方
面
機
動
隊
員
が
務
め
、
午
前
の

取
り
組
み
は
小
学
１
〜
３
年
生
、
午
後
の

取
り
組
み
は
小
学
４
〜
６
年
生
の
個
人
戦

と
団
体
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
男
女
４
・

５
・
６
年
生
の
優
勝
者
は
令
和
６
（
２
０

２
４
）
年
６
月
15
日
の
都
大
会
出
場
権
が

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
は

未
就
学
児
の
幼
児
相
撲
体
験
も
あ
り
、
昼

休
み
に
は
マ
マ
さ
ん
腕
相
撲
対
戦
も
あ
り

　
鷺
宮
高
校
は
、
明
治
45
年
に
「
東
京
府

豊
多
摩
郡
立
農
業
学
校
附
設
実
業
女
学

校
」
と
し
て
中
野
駅
南
側
に
あ
っ
た
桃
園

町
（
現
在
の
中
野
三
丁
目
）
の
地
に
開
校

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
幾
多
の
遍
歴
を
経

て
「
東
京
府
立
高
等
家
政
女
学
校
」
と
し

て
昭
和
13
年
に
現
在
地
で
あ
る
鷺
宮
三
丁

目
（
現
在
の
若
宮
三
丁
目
）
に
移
転
し
ま

し
た
。
昭
和
21
年
、
最
寄
り
駅
で
あ
る
西

武
新
宿
線
「
都
立
家
政
駅
」
の
名
前
の
由

来
と
な
っ
た
「
東
京
都
立
中
野
高
等
家
政

女
学
校
」
に
改
称
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る

遍
歴
を
経
て
現
在
の
「
東
京
都
立
鷺
宮
高

等
学
校
」
に
至
り
、
今
年
度
、
創
立
１
１

３
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
鷺
宮
高
校
の
校
長
と
し
て
２

年
目
を
迎
え
た
ば
か
り
で
す
が
、
実
の
と

こ
ろ
、
本
校
へ
の
着
任
は
２
回
目
と
な
り

ま
す
。
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
翌
月
、

平
成
23
年
の
４
月
よ
り
３
年
間
、
副
校
長

と
し
て
鷺
宮
高
校
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
学
校
に
は
標
準
服
は
あ
り
ま
し
た

が
、
制
服
は
な
く
、
私
服
で
登
校
す
る
生

徒
が
大
多
数
で
、
外
見
は
現
在
の
そ
れ
と

異
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
校
生
徒
特
有

の
明
る
く
優
し
い
気
質
は
、
現
在
と
変
わ

り
な
い
も
の
で
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
４
月
、
鷺
宮
高
校
は

校
舎
改
築
工
事
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
り
、

建
て
た
ば
か
り
の
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
で
の
新

年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
当
時

は
震
災
の
影
響
が
色
濃
く
、
節
電
や
防
災

へ
の
取
り
組
み
の
徹
底
に
加
え
、
工
事
に

必
要
な
物
資
の
供
給
遅
れ
で
工
期
が
伸
び

た
こ
と
も
あ
り
、
思
う
よ
う
な
教
育
活
動

を
望
め
る
わ
け
も
な
く
、
学
校
行
事
の
開

催
等
、
施
設
面
で
制
約
も
あ
る
中
、
そ
の

実
施
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

生
徒
や
保
護
者
か
ら
学
校
へ
の
不
平
不
満

を
聞
い
た
こ
と
は
な
く
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
、

逞
し
く
鷺
宮
高
校
で
の
学
校
生
活
を
満
喫

し
、
思
い
思
い
に
青
春
を
謳
歌
し
て
く
れ

た
よ
う
で
す
。

　
加
え
て
、
そ
の
年
か
ら
、
震
災
対
策
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
災
害
時
に
お
け
る

避
難
場
所
の
意
義
や
高
校
生
に
求
め
ら
れ

る
役
割
を
学
ば
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
全

都
立
高
校
で
宿
泊
防
災
訓
練
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
実
施
の
際
、
中
野
区
の
防
災

課
や
地
域
の
方
々
に
様
々
な
御
協
力
を
い

た
だ
い
た
と
と
も
に
、
今
も
な
お
避
難
所

連
絡
会
等
で
御
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
翌
年
の
平
成
24
年
、
本
校
は

創
立
１
０
０
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
次
の

１
０
０
年
、
未
来
に
向
か
っ
て
良
き
伝
統

が
永
久
に
引
き
継
が
れ
る
よ
う
、
そ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
「
百
年
萬
保
」
と
定
め
、
11

月
23
日
、
当
時
、
中
野
区
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
っ
た
「
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
」
の
大
ホ
ー

ル
を
会
場
に
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
令
和
７
年
、
現
在
の
鷺
宮
高
校

も
、
創
立
１
０
０
周
年
の
時
と
変
わ
ら
ず
、

「
挑
戦
」、
「
協
調
」、
「
信
頼
」、
「
創

造
」
の
四
つ
を
教
育
目
標
に
、
学
習
活
動

や
部
活
動
、
学
校
行
事
を
柱
に
し
て
、
主

体
性
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
、
良
識
あ
る

人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
新
し
い

校
舎
や
施
設
の
竣
工
後
、
制
服
の
導
入
等

が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
恵
ま
れ
た
環

境
の
中
で
学
ぶ
生
徒
た
ち
も
、
部
活
動
や

学
校
行
事
に
取
り
組
み
、
友
情
を
育
み
な

が
ら
、
生
き
生
き
と
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。

　
今
、
都
立
高
校
は
、
生
徒
を
選
ぶ
時
代

か
ら
中
学
生
や
そ
の
保
護
者
に
選
ば
れ
る

時
代
へ
と
転
換
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色
あ

る
教
育
活
動
や
強
み
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

生
徒
獲
得
に
奔
走
し
て
い
ま
す
。
鷺
宮
高

校
も
百
年
萬
保
を
見
据
え
、
本
校
に
学
ぶ

生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
本
校
を
志

望
し
入
学
し
て
く
る
未
来
の
生
徒
に
も

「
鷺
宮
高
校
に
入
学
し
て
よ
か
っ
た
」
と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
教
育
目
標
の
実

現
を
目
指
し
、
そ
の
推
進
に
尽
力
す
る
所

存
で
す
。

　
さ
ら
に
、
新
し
い
時
代
を
生
き
る
生
徒

の
力
を
伸
ば
せ
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
、

そ
の
支
援
に
向
け
情
熱
と
誠
実
さ
を
忘
れ

ず
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
鷺

宮
高
校
へ
の
御
理
解
と
御
支
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

都
立
鷺
宮
高
等
学
校

　校
長

　山
下

　康
弘

「
百
年
萬
保
」

ま
し
た
。
大
勢
の
人
が
相
撲
対
戦
を
楽
し

み
ま
し
た
が
、
対
戦
者
数
は
約
何
名
で
し

た
か
。

　
ア
　
約
４
０
０
名
　
　
　

　
イ
　
約
５
０
０
名
　
　
　

　
ウ
　
約
６
０
０
名
　
　
　

　
エ
　
約
７
０
０
名

３
．
東
京
都
知
事
選
挙
・
東
京
都
議
会
議

員
補
欠
選
挙
が
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年

７
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
都
知
事
選

挙
の
中
野
区
投
票
率
は
60
・
56
％
で
し
た
。

都
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
率
は
何
％

で
し
た
か
。

　
ア
　
58
・
32
％
　
　
　

　
イ
　
59
・
32
％
　 

　
　

　
ウ
　
60
・
32
％
　
　
　

　
エ
　
61
・
32
％
　

４
．
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
は
辰
年
で

す
が
、
山
門
に
龍
の
彫
刻
が
飾
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
「
た
つ
寺
」
と
も
言
わ
れ
て

い
る
お
寺
は
ど
れ
で
す
か
。

　
ア
　
願
正
寺
　
　
　
　
　

　
イ
　
貞
源
寺
　
　
　
　

　
ウ
　
宝
福
寺
　
　
　
　

　
エ
　
宗
清
寺

５
．
明
治
３
（
１
８
７
０
）
年
、
雑
色
村

住
民
・
戸
村
直
衛
が
寺
子
屋
：
「
戸
村

塾
」
に
て
指
導
し
た
子
弟
な
ど
の
使
用
済

み
毛
筆
供
養
の
た
め
に
造
営
し
た
「
筆

塚
」
は
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
現
在
、

あ
る
寺
院
内
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
何

と
い
う
寺
院
名
で
す

 

ア
　
源
通
寺
　
　
　
　

 

イ
　
福
蔵
院
　
　
　
　

 

ウ
　
寶
福
寺
　
　
　
　

 

エ
　
梅
照
院

６
．
蓮
池
藩
鍋
島
家
の
歴
代
藩
主
の
お
墓

の
あ
る
寺
院
は
ど
こ
で
す
か
。 

 
 

ア
　
成
願
寺
　
　
　
　

 

イ
　
宝
仙
寺
　
　
　
　

 

ウ
　
龍
昌
寺
　
　
　

エ
　
蓮
華
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
解
答
は
４
面
】

令
和
６
年
度
の
第
三
回
史
跡
め
ぐ
り

　
　
「
川
越
市
」
を
実
施
し
ま
し
た

　
前
々
日
の
雪
の
影
響
も
な
く
、
令
和
７

年
３
月
６
日
26
名
の
参
加
者
で
実
施
し
ま

し
た
。
埼
玉
県
川
越
市
を
目
指
し
て
出
発
。

川
越
市
役
所
の
バ
ス
乗
降
所
に
は
時
間
通

り
に
到
着
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

ガ
イ
ド
さ
ん
と
合
流
し
、
川
越
城
本
丸
御

殿
へ
徒
歩
に
て
移
動
、
風
が
強
く
肌
寒

か
っ
た
で
す
。

　
現
在
は
本
丸
御
殿
の
一
部
と
し
て
玄

関
・
大
広
間
・
家
老
詰
所
を
残
す
の
み
と

な
り
ま
し
た
が
、
日
本
国
内
で
も
本
丸
御

殿
が
現
存
す
る
例
は
極
め
て
ま
れ
で
、
玄

関
に
入
る
と
廊
下
が
ぐ
る
り
と
部
屋
を
取

り
囲
ん
で
お
り
、
部
屋
の
装
飾
は
質
素
で

す
が
部
屋
を
仕
切
る
扉
に
描
か
れ
た
杉
戸

絵
や
車
寄
せ
の
構
え
は
豪
壮
で
、
「
御

殿
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
造
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
本
丸
御
殿
の
天
井
に
は
、
以
前
学
校
と

し
て
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
た
め
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
跡
が
あ
り
ま
し
た
。

　
三
芳
野
神

社
は
、
平
安

時
代
初
期
の

創
建
と
さ
れ
、

川
越
城
築
城

後
は
城
内
の

守
護
と
し
て
、
歴
代
城
主
を
は
じ
め
多
く

の
人
々
の
篤
い
崇
敬
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
天
神
様
は
、
童
謡
「
と
お
り
ゃ
ん

せ
」
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
、
川

越
城
内
に
あ
っ
た
た
め
、
一
般
人
が
参
拝

す
る
に
は
長
く
て
細
い
道
を
辿
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
参
詣
客
に
混
じ
っ
て
不
審

者
が
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
外
に

出
る
際
は
厳
し
く
取
り
調
べ
を
受
け
る
こ

と
も
あ
り
そ
の
こ
と
か
ら
、
「
行
き
は
よ

い
よ
い
帰
り
は
怖
い
〜
」
と
い
う
、
現
在

ま
で
歌
い
継
が
れ
て
い
る
同
じ
道
を
通
っ

て
喜
多
院
に
向
か
い
ま
し
た
。

喜
多
院
は
、
慈
覚
大
師
が
天
長
７
年
（
８

３
０
年
）
に
創
建
し
た
天
台
宗
の
名
刹
で
、

正
式
に
は
星
野
山
無
量
寿
寺
喜
多
院
と
い

い
ま
す
。
天
海
僧
正
が
慶
長
４
年
（
１
５

９
９
年
）
第
27
世
住
職
と
な
る
と
、
幕
府

か
ら
の
厚
い
庇
護
を
受
け
、
江
戸
城
か
ら

豪
華
な
壁
画
や
墨
絵
で
装
飾
さ
れ
た
「
客

殿
」
と
呼
ば
れ
る
「
家
光
誕
生
の
間
」
や
、

三
代
将
軍
家
光
の
乳
母
と
し
て
知
ら
れ
る

春
日
局
が
使
用
し
て
い
た
「
書
院
」
と
呼

ば
れ
る
「
春
日
局
化
粧
の
間
」
な
ど
が
移

築
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
た
、
五
百
羅
漢
が
あ
り
、
人
間
の
喜

怒
哀
楽
を
と
ら
え
た
様
々
な
石
仏
で
、
お

よ
そ
５
４
０
体
が
境
内
に
並
び
、
中
に

は
干
支
が
彫
ら
れ
て
い
る
羅
漢
さ
ん
も

い
ま
す
。

◎
中
野
区
教
育
振
興
会
教
育
事
業

　資
金
と
し
て
ご
寄
附
い
た
だ
き

　ま
し
た
。

　
○
W 

様
（
大
和
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
，０
０
０
円

　
○
中
野
パ
ド
ル
テ
ニ
ス
連
盟 

様

　
　
　
　
　
　
　
　
３
４
，３
１
８
円

　
○
Ａ 

様
（
江
古
田
）

　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
，０
０
０
円

　
○
中
野
仏
教
会 

様

　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
，０
０
０
円

　
○
西
武
信
用
金
庫 

様
（
助
成
金
）

　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
，０
０
０
円

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

中
野
区
の
ホ
シ
　
　に
な
ろ
う

第
12 
回 

中
野
区
検
定

　
　
　
　
　
　
実
施
速
報


